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ＳＨ３１１２コンパクト三軸試験装置を使用して動的変形試験で、ＨＭＤ－ＬＤＴを持ちいって
より正確な軸ひずみデータを取得する使用方法を下記に説明します。
使用する設定情報ファイルは、”LDT2kAMP.HMD”又は”LDT2k10A.HMD”です。
”LDT2k10A.HMD”は、＊１００倍の設定にしてありますので、ノイズ等の影響も受けます。
最初は、初期値（ＬＤＴを取り付けた状態）を取得するため、”LDT2kAMP.HMD”を使用します。
但し、既にスケールオーバーしている場合は、”LDT2kA.HMD”（＊１倍）を使用します。

＜ＬＤＴの取付＞ 取付具を使用して、両面テープを貼ったヒンジをゴムスリーブに貼り付ける。
簡易なＬＤＴ確認

平衡圧を、０．０２ＭＰａ程度にします。
真ん中に、柔らかいゴム円柱、両サイドに
ＬＤＴをセットします。（写真には無し）
サーボアンプの”ＬＥＶＥＬ”で、載荷
ピストンを下げておき、ＬＤＴを写真の
様に置きます。計測開始後に少しずつ
”ＬＥＶＥＬ”操作で上昇させます。

それぞれのＬＤＴをLDT用ｱﾝﾌﾟ(HS9545AMP)、AMP出力をＪｒに接続
HS9545AMP の、”ON ﾊﾞﾗﾝｽ”を、OFF側（ｼｰﾙ無）にします。

バランス調整器を
操作します

＜圧密終了後の操作＞
Ｊｒメニュー画面＞＞アナログ・デジタル表示 拡大画面

”LDT2kAMP.HMD”を使用します

拡大ボタン
青色ﾁｪｯｸ

上記の初期値データを取得
スケールがオーバーする場合は、 CH3(LDT1)を記録 例：１．００
”LDT2kA.HMD”を使用します CH4(LDT2)を記録 例：０．８９

”LDT2kA.HMD”を使用している場合、”LDT2kAMP.HMD”
に変更致します。

HS9545AMP の、”ON ﾊﾞﾗﾝｽ”を、ON側にします。
付属のミニドライバーでバランス調整器を操作します。
示される数値が、”０．０１”以下になれば十分です。
より微小を得たい場合は、”LDT2kAMP.HMD”の代わりに、
”LDT2k10A.HMD”を使用します。
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＜動的変形試験の操作＞
Ｊｒメニュー画面＞＞ＸＹグラフ画面

それぞれのＬＤＴの設定ボタン

ＬＤＴの近似式データを入力

ＬＤＴの近似式データ入力済 前ページで記録されたＬＤＴの初期値データを入力

変位量に変換後のオフセット
変位量に変換後のオフセットデータの入力

リアルタイムなＬＤＴ変位量
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＜Ｆｃｖ１６１６動的変形解析データ変換の操作＞
Ｆｃｖ１６１６＞＞Ｈ１１０３ 三軸動的試験

現在の使用ＬＤＴ情報

ＬＤＴ情報の修正

使用ＬＤＴ番号及び初期値データ入力

ＬＤＴ１の初期値を１回入力します
ＬＤＴ２の初期値を１回入力します

変換操作
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＜ＨＭＤ－ＬＤＴ校正データから、Ｊｒ設定ファイル、Ｆｃｖ１６１６ファイルの設定操作＞

ＨＭＤ－ＬＤＴ校正データ（近似式が示されます）

Ｊｒ設定情報ファイルの修正

Ｆｃｖ１６１６ＬＤＴ．ｉｎｉファイルの修正
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＜ＨＭＤ解析ソフトの使用時、ＨＭＤ－ＬＤＴによる変位量を供試体全体量に換算操作＞
Ｈ１１０３Ｄ動的変形試験では、下図の画面を開きファイルを読み込みます。
尚、この操作に先立って、Ｊｒ計測ファイルをＨ１１０３動的ファイルに変換して、
Ｈ１１０３Ｄ解析ソフトで、各段階のファイルを結合したファイル（＊．ＨＡＤ）を
作成しておきます。”ＨＭ１６１６簡易取説T&sh3112”を参照して下さい。

オプションから”センサー設定”を選択

ε変位計の校正計数を下記の式から算出して入力
供試体高さ／ＬＤＴの設置時の距離
例：１００ｍｍ／６９ｍｍ

校正計数＝0.005*100/69=0.00725

全ての段階で、校正計数を入力します

＜ＧＡＰセンサーとＨＭＤ－ＬＤＴの比較１＞
テストデータ：アルミ円柱、背圧２００ｋＰａ、横圧３００ｋＰａ
ゴムスリーブ０．３ｍｍ、ヒンジＳＴＤ３－６、ＬＤＴ ７０Ｐ（ｔ０．２）
ヒンジ取付（うす型ポリプロピレンフイルム ｔ０．１以下 Ｎｏ５３９Ｒ）

最新型ＳＨ３１１２コンパクト三軸試験装置の剛性は、約５μ／０．１ｋＮです。
これは、上下のポーラスストーンを含めた数値です。
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＜ＧＡＰセンサーとＨＭＤ－ＬＤＴの比較２＞
テストデータ：標準砂、背圧２００ｋＰａ、横圧３００ｋＰａ
ゴムスリーブ０．２ｍｍ、ヒンジＳＴＤ３－６、ＬＤＴ ７０Ｐ（ｔ０．２）
ヒンジ取付（うす型ポリプロピレンフイルム ｔ０．１以下 Ｎｏ５３９Ｒ）
注：密度、間隙比を条件としないで、正確な軸変位量の計測を目的としています。
Ｂ値０．６ Ｂ値０．７４で途中から変位制御

ＧＡＰセンサー（上）と前ページの剛性を補正（下） ＧＡＰセンサー（上）とＨＭＤ－ＬＤＴ（下）

２２µ／０．０５ｋＮ ＞＞１９µになる様係数変更

＜ＧＡＰセンサーと外部変位計の比較＞

改良型の、一軸テストで、試料
は、鉄（４５ｃ）円柱です。
剛性は、約５μ／０．１ｋＮで
ＧＡＰと外部変位計は同じです。
尚、外部変位計は、ロードセルの
剛性がプラスされます。
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＜ＧＡＰセンサーとＨＭＤ－ＬＤＴの比較３＞
テストデータ：硬いゴム円柱、一軸、静的軸荷重０．１ｋN
ヒンジＳＴＤ３－６、取付は両面テープ（うす型ポリプロピレンフイルム）、
ＬＤＴ ７０Ｐ（ｔ０．２）

ＬＤＴデータ 上段は荷重制御データ ＧＡＰデータ

ＬＤＴデータ 下段はＬＤＴ制御データ ＧＡＰデータ
上段は荷重制御データ ＤＧデータ

＜ろ紙３枚入れてテスト＞
０．１ｋＮ加圧の場合は、ＤＧ及びＧＡＰ
データに影響無し

＜ＧＡＰセンサーとＨＭＤ－ＬＤＴの比較４＞
テストデータ：玄武岩、一軸、
静的軸荷重０．２ｋN
ヒンジＳＴＤ３－６、取付は接着剤、ＬＤＴ
７０Ｐ（ｔ０．２）

下段はＬＤＴ制御データ ＤＧデータ
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